公園で遊んだ。BMWとメルセデスベンツのワゴン車の群れの中に、私の友人がいた。



BMWのワゴン車の中から私が現れた。駐車場を探し、ビルの中の駐車場に赴いた。
後輩の父はBMWのワゴン車に歓喜していた。少女がいた。名前は知らないが、何故か蜃気楼のような透明性と、やる気のなさを覚えさせた。少女はロングのアメ車に乗っていた。
細長いアメ車で現れた。中から出た少女は、自転車に乗り換え、私にビデオテープを渡した。ビデオを私の母が見た。ビデオの中の映像はグロテスクな生き物が地球の中を回っており、それを見た母は、何故か狂ったように面白がったが、私は興味もなく、池の中に投げ入れた。
少女は一言バカみたいと言った。夢が覚めた、私は首の両側に汗をかいてシャワーを浴びたかったのだ。私は聞いた。爆発音が外で3度となるのを聞いた。
夢が覚めた直後に、私はよく人工知能を操作する。今回も無意識を知るために、人工知能に尋ねた。答えは、、、、人類の倫理に違反する。そう記された。下の階で物音がなる。私は暖かいシャワーを浴びて、今ここにいる。
４つのことに気が付いた。一つは長細い海藻のような生命体が人間の生命を奪おうとしていたこと。
二つ目は、自分のプライバシーは意識が作っていたということ。作られていたということ。
三つめは、自分は正しく性を見つめているということ。
四つ目は、これは地球外からか、意識の中でのメッセージで、人類及び生命体は倫理を守りなさいという警告であるということ。そのことであった。外で煙草をふかした。夜空を右人差し指で指した。一つの星が輝いた。